
ウミガメが産卵に訪れる浜辺

afterbefore
下水道普及率とBOD値の推移

海辺の魅力も盛りだくさん！

タルイサザンビーチでは、2010年と2014年にアカウミガメの
産卵が確認され、多くの子ガメが海へと帰って行きました。

下水道の普及により、主要河川の水質改善が図られた

タルイサザンビーチは、海水浴だけではなく、近年さまざまなイベントの会場として利用されている

りんくう南浜海水浴場（タルイサザンビーチ）

大阪では稀少な自然干潟

孵化したくさんのウミガメ

男里川河口は、大阪ではめずらしい自然干潟を見ることができ
ます。シオマネキなど貴重な干潟の生き物が生息しています。

干潟に生息する 「ハクセンシオマネキ」

男里川河口に広がる干潟
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